
 

地域の絆づくり重点推進モデル地域の選定結果について 

 

環境生活部環境生活政策課 

       地域安全室  

１ 事業名 

  平成２４年度岐阜県地域の絆づくり重点推進モデル事業 

 

 

２ 選定地域  

  可児市若葉台地区 

  順位点                        ６点 

総合点                    ２５６点／３００点 

  内 訳 趣旨・目的               ５０点／ ６０点 

事業計画の内容            １５２点／１８０点 

      事業を適正かつ確実に実施する能力       ５４点／ ６０点 

 

※順位点は、各委員が採点数の多い順位に順位を付し（今回の審査では、同順位の申請団体

がなかったため、第１順位に２点、第２順位に１点を付与）、それらの点数を合計したもの

を順位点としています。 

 

 

３ 申請のあった地域及び申請団体（参加申込順） 

大垣市東地区（大垣市・大垣市社会福祉協議会） 

可児市若葉台地区（可児市・可児市若葉台高齢福祉連合会） 

 

 

４ 選定理由 

＜可児市若葉台地区について＞ 

・急速な高齢化が進む住宅団地における支え合い活動のモデルとして、可児市

内はもとより県内各地への高い波及効果が期待できる。 

・住民同士で互いに励まし合い、支え合っていくことの大切さが地域の共通意

識となっており、住民の熱意と意気込みが感じられる。 

・これまでの実践経験を通して、若葉台地区の特性を踏まえ、住民のニーズを

的確に把握しており、様々な活動を通して住民相互の絆づくりを進めていく

うえで、住民のニーズをしっかり踏まえている点が高く評価できる。 

・地域の関係団体が連合組織を結成し、それぞれの団体が活動の担い手となる

リーダーの育成や輩出を積極的に行っている。 
 

 

５ 選定委員 

氏 名 所属・役職名 

鈴木   誠 愛知大学地域政策学部教授 

川合 宗次 特定非営利活動法人ぎふ羽島ボランティア協会理事長 

清水 佳子 特定非営利活動法人 長良・自然とくらし楽校副理事長 

 


